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２－２．開講科目と修了要件単位数（博士後期課程） 

2025年度の開講科目および担当教員は次のとおりです。※修了要件単位数：合計16単位以上 

 必修／選択 科目名 単位数 担当者 備考 

研 

究 

科 

目 

選択 

（2科目 

4単位以上 

選択） 

応用言語学特殊講義 2 P . R . M o r r o w  

日英語意味論特殊講義 2 今 仁 生 美 

イギリス文学特殊講義 2 西 村 美 保 

英語教育指導論特殊講義 2 高 橋 美 由 紀 

演 

習 

科 

目 

指定必修 

（研究指導1科目 

12単位必修） 

後 期 研 究 指 導 12 

今 仁 生 美 入学時に配属さ

れた所属演習

（ゼミ）の演習

科目を3年間履

修します。 

西 村 美 保 

浦 野  研 

※ 演習科目（研究指導）の履修について 

3 年間の通信指導に加えて、1 コマ 90 分の面接指導（スクーリング）を合計 40 コマ（原則として 1
年次16コマ、2年次16コマ、3年次8コマ）受講します。2025年度スクーリングの日程予定は学年暦

を参照してください。なお、具体的な日程については、指導教員と相談した上で決定します。 
 
２－３．講義の実施方法と単位認定（博士後期課程） 

１）通信指導 

「シラバス」にしたがって、各科目の指定教材、参考文献などを自宅で学修し、与えられた課題に対

して指定期日までにレポートを提出します。指定教材の学修およびレポートの作成段階で、適宜、担当

教員より添削・指導を受け、作成されたレポートが｢適格｣であれば、当該科目の試験（筆記または在宅

試験）により合否が判定され、合格すれば単位が認定されます。指定教材の学修およびレポートの作成

段階では、文献検索・研究方法およびその内容について質問がある場合は、メールでお問い合わせくだ

さい。担当教員の指導やアドバイスを受けることができます。 
２）スクーリング 

演習科目についてはスクーリングで直接担当教員から講義と指導を受けます。スクーリングの日程に

ついては指導教員の指示に従ってください。 
３）単位認定 

各科目の単位取得の要件は次のとおりです。 

  ① 選択研究科目（1科目2単位）2科目選択受講 

    通信指導  ：課題レポート提出 

    試験    ：科目ごとの筆記または在宅試験合格（科目により異なる） 

    ※ 選択研究科目についてスクーリングはありません。 

  ② 演習科目（1科目12単位）1、2、3年次とおして受講 

    通信指導  ：1・2年次1月に研究レポート提出 

    スクーリング：3年間で合わせて40コマ（1コマ90分）実施 

           原則として、1・2年次それぞれ16コマ受講（4・8・12・2月に実施予定） 
3年次は8コマ受講（4・8月に実施予定） 

           ※ スクーリングの実施日程は、ゼミによって調整変更される場合があります。 

    博士論文作成 文献収集、考察、執筆 

 

 

 


